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バルク超電導体を用いた小型無冷媒磁石の NMR/MRI 応用 
NMR/MRI Application of Compact Cryogen-free Magnet using Bulk Superconductor 

 

 

1．はじめに 

Tc

2．NMR/MRI 磁石の仕様 

0.235μT/hour 以下、試料の領域を 5mm 球体

積とする高分解能 NMR および MRI を目標とする。

3．NMR/MRI 用磁石の設計・製作 
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4．実験 

4.1 着磁 
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I.D. 28mm 

O.D. 60mm 
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4.2 着磁過程のモニタリング 

4.3 NMR/MRI 結果 
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平泉庭園遺構群の東アジア庭園史における意義 
 

藪 敏裕 (岩手大学平泉文化研究センター) 

 (E-mail: yabu@iwate-u.ac.jp) 

概要 

 平泉の庭園遺構群は、その後の鎌倉・京都を中心とする文化的政治的中心から隔絶・忘

却された結果、12世紀の状態が真空パックされた状態として残り、世界史的に見ても当時

の仏国土（浄土）の理想郷を今日に伝える唯一の事例と評価されている。そのため、平泉

を調査研究することは、いくつかの例外を除き未発掘のままである中国の漢代から唐代の

庭園の実態解明、また変容してしまった京都等の平安期の庭園の実態解明など、東アジア

における庭園遺構の空間構成を学術的に解明する上で独創的な観点を提供しうる絶好の素

材である。 

 今回は、12世紀の状態をそのままにとどめる平泉の庭園遺構をとりあげ、従来仏教的な

「浄土庭園」として扱われてきた庭園の苑池構成の深層に潜む儒教・神仙思想（道教的）

文化の諸相に注目しつつ、平泉の文化的・思想的系譜を検討する。具体的には、まず中国

等における苑池庭園と日本の古代庭園の変遷を比較・検討しつつ、平泉庭園遺構群の東ア

ジアにおける意義について考察する。 
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